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松本東連 山の 直翅系昆蟲

古 　 川 1府　 91

Some　alpine 　Orthopterans　fじom ．
・M し

69・h・n ・ ， with 　descripti・n ・f ・
』
n ・w

　　　subspecies ．　By 　H ．　Fu8uKAwA ，

　　　　　　　　　　　　　　導 　　　
’
入

齟

　從來日水の高 山苴翅 回が邦女でか がれた書 は殆ん どない 。 こ こ に私は所謂

松 本の束山
一帶、殊に其の 主盟で ある 王 ケ鼻の直翅 目の 生態並びに ｝ 部の も　

＾

のの形態 ． 引い て は 夫等 と北 日本 、 歐餌、ジ ベ リ擁 に産ず る近縁腫 との比較

等 に つ い て記 したい と思 ふ 。

．　　 ・　　
’
　 ；・

』
「　　　　 ．・’・　

’
　 、　

’

　王 ケ鼻は松 本の東方に聾 え 、

’
其の高さ海拔 1998m ・， 夙 に 小泉秀雄氏に よつ

τ Uio！a や 其他に 騷す る寒 地随物 （此の 名小泉氏に依 る．）を 發見せ られ ko ・

それ よ 晒 北 ．武石峠 （・972．6m ．）を經て 下れ ば 、 キ t カ ．ゲ サ ウ の 名産地袴

越（1752，
9
’
　m ・）に逑 し、近

’
くCま人山邊材、邏 くは 里山邊†寸に 下る ので ある 。

．王

ケ鼻疎 瞰 揚 （夏だけ） と して稱せ られる美 塑 原髄 つ て居 る ・ 輔 は

傾料の ひ どい石の ガ レ で あ り．北面は稍 々 な＃
．
らか な草原で 、ツ ル コ ヶ モ モ

等が群生 して居る 。 東南に あつ ては鉢伏山が あ るが、是れにつ い てはほんの

麓 の沼地を調査 したに すぎない 。 王 ケ鼻 も頂上で採集 しナこの は 1926 年 x 月

．20 のみの事で あ る か ら 、 米だ調査の餘地は あるので ある。　　、．．．　
”

．

　　　　　　　　　　bermapt・ra ，革 翅瀬 　 　
’t ’幽 ．”

　　　　　　　　・1．　LABIbURIDAE ．ハ サ ミ ム ジ科 （
1
）
・　　  

　　　　　　　　 Lab ｛durinae ．オ ホ ハ サ ミ ム シ 亞科　　 ，
：．．

”
；1

（
1
） Lnbia ・・｛d・・ O ：の 9・nit・lia　lt左右相 m で あ るが （「i・eis・1・bde〃・・ 「i’inta等 1二

’
あ

つ て 院 瓠 櫨 で 1伽 帆 ngt や うで あ 6 ・・）；F ・面 ・・1’d・・ の 夫鱒 挿 珂姥
が．ves ピigia1：なの で 、 ：の 類 々區 別 し得

’
ろ であら！う。

』
・齟
　

』．− 齟
　

・・
　
…
　

一’「「…
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　　　LTbidttraψ ごτ”：τ P ’、LLAs 　sul 〕SP ・ノ冫a？onica 　rl・L，tl・。オ ホ ハ サ こ ム シ

　これは鉢伏山麗の沼の汀の石の 下で見 る事が餌來た ， 三a）種は 山地性の も

の ではな い 。 私は 、 海岸 の塵の 下 で、む しろ度 々 捕 へ る事が出來 た 。 印度産

の 　var ・ inrn）iis　 BRU ：T：“Ett に’1以た型 であつ て 、 是等は原種 とは （D 體後端

に 2 個の突起 を挟 く事∫（2）鋏内面 の小齒小形又 は無 くな らう とす る嬢 きの

ある事 、 （3）體の小形な事等の諸點に よつ て 區別せ られ る 。

　　　　　　　IL　FORFICULIDAE ・ク ギ メ キ ハ サ ミ ム シ科

　　　　　　　　　AnechUrlnae ．コ プ ハ サ え ム シ 亜科

　　　　　　　・YAneclutra 　lc・・urisi 　BURR ．ル ヰ ス コ プ ハ サ ミ
．
ム シ

　 私は こ の種が 、 札幌附近 に於 ける程澤 1［1居 る のを松本の 東山地帶では禾ノミ　
ー

見 た事がない 。 私 の柿 へ tこ記録は 1926 ・v ・2・袴越の す ぐ下の溪流の 附近の

星盗ばたで あるが 、 私 は そ こに 自生 して 居る フ ク ジュ サ ウを探るつ もりで 約 5

寸 ばか り腐蝕土 を掘 り下 け ナこ際 、
2 頭の ♂を抓 へ tの で ある

。
こ の 日私 は 同

山に於て 加 〜  卿 ク 催   t メ ギ フ テ フ を得た の で 、同屮の氣候 、植物の解芽

の様子は略 ／・メψ σ 〃 忽 ギ フ テ フ の出現期に於ける高尾山の條件に似て居 る

と思は れ る 。 その頃 こρ）ハ サ ミ ム シ はまだ成蟲で土 中に越年駄態を保つ て居

るのであ る6ATTX
’
EI ・L 氏 （19e97）は 同樣の越冬を米國で 丑 ガ伽 〜4　aifrictd ／aria

L1 剛 忌 （
1
）がす る事を報告 して 居 る 。 是 に よ ゐ と、 ♀は 聿吋ばか りの土 中に入 り

産卵 して 是 と共に越年 し、四一
五丹 ♀は孵つ て

12
迥間ばか りの仔墨を個三つ て

地 上に現はれる 。 　こg）時 分に越冬 した ♂も外出 し、 第 二囘の交尾の後 、♂は

五 月の牛ば、♀は七月末 に死ぬ と言 ふ 事で ある 。

　　X 　山地性 の もの 。 ※ 王 ケ 鼻山 頂 、 ヌ1に附迸に居 る もの 。 印V きlt松本
ZF

原の も

　 の o

　 （
1
） 元 旅 歐洲 の 産 で あ ろ が 、

19揺 年 GLASEII が ア メ リ カ に 居 る 事な報告 しア：
。

・
即 ち、これ以 前

一 舶 〜VELL に よれば 今 か ら約 20 年前一 ア メ リカ に輓入 d られ
tこ種 類 で 、

ア メ リ カ で に 植 物 1：大瓔有害であ る 事が朔 づ tl。 これ に略 　E 　 vnil ’ade
BURR キ ・ 儲 ハ サ ミ ム シ 位 t；大き さ で あ るが 、

　 sの 蜘 工 よ り扁 く、短 か く， 體終節
上 面 の 2 個 の 突起に不到 明 で め リ、 ♀の 鰯角第 3 節 に ellricwtaria で に第 二 節 と同
・長 、 ．、iniZ

’ado で に第二 節 よ リ長 く、 前者 の 生 殖 下板 に後 者 の夫 れ よ り L幅 廣 い 等 の

諸點 で區別 し得 る 。
一 この 比較は前者英國産材料 、 後 者 北海道 産材

一
” 1； よ る o ．．
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　矢野先生か ら頂い ナニこ の稚の仔蟲は ある作物 （午蒡で あ つ i： らうか ）を大

いに食害 して 居た もの で あ る 。 それ で、本科 の もの は
一般 に enlnivol

’
σ us な

もので ある と考 へ て も可 い 樣で ある 。　　　　　　　　　　
齟
　　　　

’

　　　　　　Orthoptera． 蒄 翅 類

　　　　 1．　 ACRIDI 工DAE ．ヒ シ バ ツ タ 科

’
　　　　 Ac τ idHna 』．ヒ シ バ

’
ツ タ 亞 科 cr｝

　※ Acr）・ditt〃t 碗 望・〜・’・’・ S ・ m ・AK 【
 

オ ホ ヒ シ ・ごツ タ

　こ れは王 ケ 鼻東南面 の傾斜 ガ レ の 石 と石 との 開で ♂♀各 1 頭を得 た 。 信州

以外の地で捕 へ tこ11寺はイaiれ も山聞の 小石の多い 小路に居た ので ある 。 こ の 種

は島 々 か ら上高地（所謂西山）方面 に か けて は司ミだ發見 した事 がな い o 私 は 次 一

に形態的表徴に つ い て 蓮べ て 見た い と思 ふ 。

　REViSED　DFSCRrPTION　 ： 1糸慰形1 最 も A ．力穿 7z癖 ’7〃 ヒ シ バ ツ タ に似 て 居 る が、

斃鸞 瓢 ズ 湿 ・ 齟∬
』

  ・・一
て居るが 、 もつ と太 く、太 さ

に 於て は A ．／
’
aL？fionic〃m や A ・

biPttnc／attttn （歐〃1
・1産）等と同

じ程度で ある 。 以 下是等の 種

類 と比 i
皎して 見 よ う。

　「頭蔀1 觸角、第一節 （scaPt う

箕醜繍1饗：瓢 ．L⊥
第五 は短 く同長 、 第六 、第七

婆乾

彗
　
ゴ憙

』
．
Fig・　」・　！lcrJ，tlt’t‘i〃　’‘ηぜ‘6ぬ”ノム

　　　　L ？ft・ 免m 隅1巳，　 right ： 1uale ・

1

．」

　（
・1
｝　日本 1：居 ろ事 の 知 られて居 る の tt， 是 の 他 Claclonatln：e （Cl‘ldcrlcttss 彡6勧 脚

HA λN な含 む）と SCelilne【聖inae （Atatititalebits　bisPivestss　DALMAiN
’・subaPL 　］

’
tsjeanicirs 　HAAN

ト ゲ ヒ シ バ ツ タ 及 び 　A ・　 inoi’itntsis 　WA 上 KER 　 subsp ・ コ プ ？
パ ツ タ tte含む・

’
こ の 後 者

tt琉球．臺灣に 産す る もの で 、 松村博士の c ・gibbesvtsとに これの事で あ る らしい
。 ）

の 2 亜弄卑であ る ⊃
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は長 さ前群よ りも優 軌 第八は第七 よ り も長 く、（樺太の嫖木に於 て 然り
。 内

地 の ものでは著 しくない 。 ）、 第九、第十は共に策八 と等長 、第十 一 第十二

備 購 よ り短 く・終聯 ＋三に方箕 再び長 さを孵 ．
4 ．ノ吻 紕 ’・1’・ の第八

・
節は 第七節 と略等長 である 。 その 他はすべ て同樣で ある 。

　鐘哩、 殆 ど圓形 、 下面や や 尖る 。 前背方に圓い 事は A ・7
’
aPonicuM ，

’A ・

btPnnczatttt〃 e
’
と同 じ。　A ・Strbu〜atuvl ・4ffttt　7ari（歐洲産）では角ば つ て居 る 。

　 前頭頂（fastigium）、 其の 前部は 略長方形 、即 ち兩縁は 雫行。
　 A ．ノψ o厩 ’〃 〃

で は 聯 鱶 腕 す ・
♂で は長 諞 ｝・ まさ る・ 砌 吻 蜘 で 眼 さ ll萵に 同

じ。 （♀には この差 を認め難い 。）

　 前側方に角ばる 。
・4・メψ o ’此 ’〃π では［§1い。

　麺 （ve ・t・・）・中央樅梁 （nlecl 【an 　 ca ・
’in・ ・　 1（…・ピ・lki・1）は後方に行 くに從 つ て

不分明 とな る ，
A ・1

’
aL15り nttttin で ！

ii
’9：1亅然す る 傾きを 喬つ

。
．顔を隣か ら見る時

は 、 この 兩 薩は 前頭頂圓 く、A ・W ∂’磁 ！’〃ガ の 角ば つ ナこの と區別 し得 る 。

　麺 L 前方か ら見 る ときは オ ワ ψ ・・珈 〃 ・ よ os めで あるが、惣 よ糴 形

の係数である と思は れ る 。

顏面叉 （frontal　costa ）は 分 1嬬 よ り急に へ だナ・ 嫩 を出す ．
4 ．ノψ。。 icrtln

で は漸次 へ だた る枝を出す 。 ．

　左大 顎は この 類にあつ ては總て 5 個の 齒（dentes）と基部i： 1 個の 臼齒突起

（lh。 la）がある カ  先 端の 3 個の 齒の末端を結ぶ礁 は 喀臼嫉 起の上 tSt：觸

れ るが ．
ゑ ノ妙θ〃f‘襯 では こ の直線は上面 よ り遇か 上 方を過 る 。

噬 墮 壟凱 前端は騙 野 伽 ・ぬ伽 一9… p 滿 遡 ：突肌 て 居 る の と異

り、日本産上記の 2 種で は 端直で ある 。

　蘭胸 中央縱梁（medinn 　carina ）
、 前肢の 附著點の眞上 よで は上 昇 し． 夫れよ

り以後は 殆ど直線的に進んで居 る
’
。

漁 ノψ 碗 む 碗 で は こ の 直線的な部分の前

翅 よ り稍後方の 位置に於て なだ らか な山 を生 じ（この 傾向は A ，len，．oulttm に
『

も僅か 乍 らある の であ るが）、梁全體 と して 弓形 とな る 。 之が著 しくなる と

・A ．biptmcttrttttn餅 震な梁の形を導 くの で あ る 。

　側繭梁（humerg−apical 　carina ）．後梁 と分梁す る蠱で強 く曲 る ，
A ・

ノゆoπ 勧 〃彡
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で1よ覇 く1由る o 　　　
一

　側 後梁（lateral　carina ）Qよ A ・〃ψ’”κ 姫 〃ノ1 に 似て tl“1
’
然す る。　

t4 ・　71tP・ノtiClt／tt で

は 不明瞭で あるが、少數の樺太産の ものに は判然 して居 るの がある。
・

　肩胛部（scapular 　area ；惻 前梁 と前胸側縁とで圍 まれ る三角形の 揚所）は A ．

卿 ρノlicza’lt よ り独い 。 之は體形の係數 である 。
・

’
前翅の ある切込の下の 切込の腹面に近い 縁は ♂に あつ ては體圭軸に乖直で

　 　 　 　　 　 　 　 　Fig．？・Elytron　 of　Acr）’di；tt〃L　lete．aitltSitt ・

あ るが、A ・7JaPonicttm，　 A ・∂夢〃 ’κ 館 〃 7κ で は後方1こ突 出する 。

　前梁（anteri 。 r　carina ）1謡 で は後方に 不分明 、 4 ・メψ 01 ぬ 〃 7z では 分明 。 こ

の兩種共 A ・bi　 r〃 ：cb．・lt〃 it に ある よ り右強い 。

　中肢腿節には 不分明な小拉があ るが、A ・メ＠ σ舵 ♂r鵬 A ・6ク5r’窺 励 ！〃・ で は

ρ個の明 か な小粒を 1 列に有 して 居う。

．後肢腿節は長翅 種（後 翅は 前胸端を越え る）の常 と して 、細長で あ 6Q その

上 縁は波状であつ て 剛 短翅種の端直なの と區別 し得 る 。　　　．　 、

　後肢路 節上縁に ば10個以下の不分明な小棘が竝 ん で居 る 。
♂で は ♀に於 る

よ りも夏に 不分、明
で ある 。

A ，7
’
aP ・nict 〃nl で は 10 個以上の 1則然た る小棘 が竝

んで 居る o 爪は よ り弧い 。

　亟璽 壁 嬬 些〃 ・nictt ？n 　 1こ於けるよりも細長 ，

　 ♂の 生殖下板は横 か ら見て 五 メψ・フtit
’
fttl“ に於ける方が鏡角で ある ，

　 ♀の産卵管上片の 上縁は約
」

推 の 小棘 が竝ぷ 。
鳳 ” ・nicunt に あつ ては 約

N 工工
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10 の小螺が竝 ぶ 。 上豫は ゑ メψ o厩 砌 ’ よ りも弧 く彎曲する。

　 1色彩1 變化 に富み、灰褐 、 鳶色、淡白褐等に亙 わ、1標本で は鳶色、前胸

背後字 は淡黄褐色等であ る 。

．
’

黒斑は肩に 2 個、其の 後方 に夫れ よ り大 な る三夕i形の が 2 個、計 些個で
一
寸

A ・9拠 4吻 勉  ’〃ノ〃 （印度産）に似て居 るが、萠方の 1對は 淌え易 く、♂に於 て

殊に躰りで ざ ♂のあ る もの で は 至 く黒斑を失ふ に 至 る 。 是等の變化は A ・メ砕

丿 ・舵 ’耀 で も年行に起 る もので 、 夏に 言 ひ擴めれ ば、 こ の屬全 膃の もの が色

斑 を以 て種的表徴 とせ ざる もの と云 ひ得 るで あ らう。

　 其他 1 頭の ぎで は前胸背兩側 に 1 本つ つ 臼條を走 らす 。

　 　 　 δ

魑 1 ♂ 1 ♀

體 長 （・・ tコ9・h ・・ b・dy） レ ・一・2・・… 12Lt 　4mm ．

前 胸 指 VA・・f （・一 ・・… d ・・） （り i 30 1、2蝣 一 

後 腿 長 （・・・ ・・… h・nd … m ・・）1 ・ … 　 16・・一・1…

後脛棘方式 （Spine　formuエa ）　（
2
）

E ，7− Y．厘．1工

上，　7− S、　1．　1工

　　備 考 ： 磑長に頭 部 前 端 よ り前胸後端 迄 ，
9 ・

ノ
「n？onict ：na の ♂前 胸 指 級 に約 40，

　♀の 夫れに約 39 であ ろ故 ．岑種 の 方 が長 め な形 であ る事な知 ろ 。

　1分布［樺太（新塵地
一
著者）， 北海道（素木 博士 ． 著 者）、 北都水州 （青森一・

’

著者）、 中部本州（信州高 山
一
著者。 萩 、 逹州一素木博 士）；

　
・
匿丕1 以上 の比較に よ つ て 、本種 と A ・　7

’
aPenicnm とは甚ナ三醺似 した種類

で ある事を 知 る6 兩種の差 には 體が長 くな ら うとする傾向φある時 其の函數

と し て現は れ た もの が多 い 樣で ある S米國の A ・　，gxanttlattsm，印度の A ・aty −

．10iccl！e 等は長短 2 型の現 はれ る種類だ さ うで あるが、本 種が A ．ノ如・π ’ヒ漉

の長型 の ものな りや 否や 、 賂來の面 白い 問題で あ ら）e

　（り　Acridiidaeに 限 り 「r。 notat 　dlsc の 最大幅÷ 最大長 xICO とす ろ 。

　 c） E，7− 9・ユ・矼 と に後 脛 節 の外 ua　1： 7 個
一9 個の 棘が 竝び ， 其 の 先端 に 1 個

の 棘が 在 り、 別 に 2個 の 自 由 に 動 く長鰊が 下面 に あ る事な示 す 。
1

，
7− 8．LII ．し同

様 に 内線 の 棘數な示 す 。 ；の 式 の 前に R ・ と あ る な らば右肢 、
L・ と あ ろな ら［て左

一
な 指 す事 と T ろ 。 但、是 れ等 の 皴 字に個 置變異及 1 個體 の 左 右不 相 穂 等甚 し く、
か つ に 近 似種 の 區 Bij＃ 1：用 ひ 難 ミも の で あつ て

 
大體の 傾向な 伺 O隅 う に過 ぎな

畦
’

。
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　　　　　 1［．　LOCUSTIDAE ，4 ナゴ
’
科　　　　　　　　・

　　 Catantopinnc ．ア カ ア シ ホ ソ バ ツ タ亜科・

※　P ・・」tSnt・・ ψ 加 KQLL ・・… b・P・’ niPlsonct ，　 subsp ・「t°t・．

　　　　　　　 ノ、身・ナ カ
“

フ キ ノ s
’
ツ タ

　是は 美 シ プ原 に 行 く邁の束南に澤山居るが 、 典他の山地 又島 々 方面等に も

tlい． 蘯 畆 樣で あ る ・ 糎 は 鰰 ・〃 ・囑 では珍 らし 悵 翅の類で ある

痴 翻 ・擾れて 肱 樺購 ・・1繊 肌 ・・所に よれ 騨 1斧卿
の樹木の 枝か ら相對 しtこ側に飛び移つ tこりす る こ とが出来 る 。

日本崛 る ものは ・ub ・p．祕 ・’・・ B購 ER （歐洲産）1諺 ・
・ けれ ど 畝 の如

き諸點が異 る の で 、極東型の地方亞種 と して暫 く分 けて置 く事にす る ユ

言職 魑 現 ・
vc

・ ・ ubsp ．　 cozaijta と區別 せ 獅 點は鼬 の

彎
甚 し

く

’

、 體がよ り細い事 ．…毛深い 事 。

顧諏 觸fCJ・
．
　 c・1・iiia の夫れ CD・ft口く太 か らす ・ 細や かで あ る・ 節の 長 さの

比例樋 めて似て 居 るが藻
一、第二 ． 第三 と脈 短 くな の・ 第四聯 三 と等

萇沸 五は剿 よ帳 く 、 第六 頗 ・・ 長い 灘 るに c・伽 で麟 五 も略第

四帯 しく沸 六 が鄲 齣 斟 楓 ’9で駲 せ られ る・

禰 頁颪 長六角形で あるが 、 醐 1即目に於て e・伽 に於 るより倣 ま？

て 居るく
i
）。 ♀ では こ の差は著 しくない 。 之の 中央 には割に深い溝があ

．
6 。

ecan、． ・。・／ina よ り狹い 。 複ロ艮の魴 を下 に 走る烈 よ・
… °ilraで は 端直で あ

るが、本亞種では多少波爿犬を呈す。

　上唇の上に t ・llinaでは高 い 明瞭な撰梁 があ るが 、木亞種で は不判明であ る ⇒

　單眼、
「
對 をな して 居 る ものは球形で明 で あるが 、

C・21・Sta で aa罕t　 〈．て T 寸

見た 眼には 不明暸で ある ，

　後頗縫合線（・ccipitl・！・・u … e ）

1

よ 嫩 下が ・衄 溝の終 りは 不明瞭で あ るが S

collin 　i では終 りまで ‘圖然 して 居る 。

　伽 働 碓 頭部は R 勲 飢 こ比 して 濁 觚 短 く（黼 で は前月寧の
2 倍

e） P ．ntil ：ade で に Ralpina よ り．』更 に 狭い 。
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にjSJt， す 、 後者では 2 倍を越 え．る）、．眼は頭形に比 して より小である 。

　幽盥 剃 謄 ・後帶 （me 【血zoa ）は よ 帳 く、 廣い（aipina ，・．　st・ では前記

2 亜 種よ り更に短い ）。

　 中央縱梁は よ り弱い 。
alPina

，　s・5tt で は更に 弱 ヒ・

。

．前 胸 甲を横か ら見 る時は縱 に ある溝は 恢状である 。 然るに ceilina では 端

直に近い 。

胸麹竡 ・♂蒲 互li種 と も、醐 1ゆ ・鵬 腹・J・片（mes ・・t・・nen ・）に は さまれた

部囎 ま一つ

ρ
中胸腹・隙 ・剛 r．

・ ・此囎 や   中11匈腹小片 と同1臨
CelJiiea の此の部は」 つ の 中胸腹小片 よ り幅 まさる。

　前及 中腿節 、
cvlliita よ り細 めで あろ 。

　後 腿笛 、 上 と同じ樣 な差が ある。

　壟塑、尾端を遙か 越 え る。 形 は ‘σ魏 册 の翅が其儘長 さを埆 した も

’
の と思

へ ば間違ひはな い 。

軋

　前翅臀部（anal 　a 「ea ）は colli，ta に 於る よ り狹 く、長 い ，

　撞堕は獗 よ り弱い が、 cozaina では兩 方同襟の弧 さで ある 。 賑の netwOrk

は ColliJta 程蜜 でな く粗で あ る 。　
−
　　　

−
　

’

R ψ 珈 の前胸背は 後 方｛二至 嗾 わ竃

砂 （ai 」ina，　 s・　 str・の ♀に甚だ しい ）

車 〃 漁 砂 醐 鮃 行で ある ． ．5（． mil ’adv の 圓彫 なる骰 ｝し筐形であ．

る 。 長 さは P・・π ’廊 祕 ば劣る
。

　肢は P ・iliil’ado 程ふ くらみを もテこない 。

　
Pedisvtt： 屬の elytra は 上記 の 如 く發逹 した揚 合で も、ulna は頗る簡單で

ある。

『
；
’
　m郵leollineに似て細長い 。

雌 殖器註 殖 下撚 ・・

勉 吻 ・吻 何 抑 より硬 に廣 く、先端は蛋屯

い 。 ，上 面の瘤肱突起 は ‘曜 舳 よ a） も小形で ある 。

　雌生殖器 ・ 産卵管片は よ り太い 。

尾堕． ♀ 言共 印 茄加 よ り長い
。

『

1色豊 生時嗜線色 s 眼 の後方か ら前胸兩側 を貫 ぬ い て 明 らか な黒條があ
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ろ（tallina 　　より狹   、 ）』後肢の膝部には黒斑があるが 、 後腿の それ よりも基部

め 2黒斑は 磁 洳 よ り制然 しな い 。 其の下面の赤色部は原種 と異つ て 、殆

ん ど認め られ ない 。 後脛は一樣に黄色。 前翅 は黄褐。 脈 は黒褐 ，

．

1測定1 ♂ ♀

體

　　　し
長 （Le ・gヒh ・r　b。dy） 25− 27mm ， 32− 37mm 、

前 胸 長 （Leng ヒh　o 匸Pτonotun 亘） 4．5＿5mm ． 6− 7mln．

前 翅 長 （工£ ngtlt ‘口f　e 】ytron） 20− 21mm ． 25− 2Smm ．

前 翅 才旨数 （・… − i・ ・剛
・

月 20 15．G7

後 腿 長 （… 9… fh ・・d ・・ ur）112m皿 ． 14mm ．

彳雛
．
棘方式　cSPIne　fermula）

I10S［目E
H1，駄翫

1010；7E
HL駄1，

、 ． 噺 rlア ム ー一・… （り 詮 曄太 、掴 醸道 、北本州（私の知 る南限は捌 かD潮 鮮 ・

　　　　　　 ※ POtlisnta　 iizilcarto 　BOLtv．LR．　 t ヤ マ フ キ バ ヅ タ

　上記の種と略 々 同 じ揚所 で捕ヘ ナこ標本を所藏 して 居 る 。 然 し、す つ と
ZF 原

乃至海岸近 く（例 ，三 崎附近）迄に生棲すゐ 6 只 、 この種は變化に富み ．叉近似

種 もあるの で 、材料 を尚集めなけれ ば 、 どこ まで を この種の range とす る か

は言へ な い 1

　　　　　　　　　Tryxalillae ・t ウ レ ウ バ ツ タ 亞科

　　　　　　　 ※ Sltnuodenvs　 SP ．タ カ ネ ヒ ナ バ ツ タ（假稱）

　王ケ鼻北方傾斜の 草原で 1 ♂ 1 ♀を得 た 。 信州の他の地では 發見せ られ di1、

北海逋 、
・樺太に も類似の ものがな い

。

’一見 した所 ヨ オ ロ ツ パ の Stenobotlirus

顧脚 〃露 ’廊 伽 5 に 似て居るが、Steitgbotl“
’t’s の ♀ は産卵管下片 の下方に 1

仰の

大 きな齒状突起 がある が、この ものには全 く其れ を有せ S：’
、
　Stat〃rodeptus に屬

す る もの と思はれ る。

．
（日本には 眞姓の Slenethotlsndsは産せ ざる如 く、卒ね

StcgrtroderitSに屬する もの で ある o ）

　叉觸角は稍 々 GOfiipltoeerttsの如き傾 1凸」を有 し
、　Go〃？P7iticenisの 如 く♀ 苫

1
の

　（り 翅が閉 ぢ られ†こ儘體 に 附着 して 居 る 峙 の 最大幅÷ 最大長 x 　
190・（翅 bl　！ツに

す し、準 面 に の ばすな らば．この 數字ば稍變化すろ し爭であ る 。 ）．
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差のひ どい近しに的な驫（屬名の創設は古いが）は　Slaio’edt ，i’tts．群の如 きもの か

ら本種の如 きを經 過 しつ つ 發逑 したので は ないか と思はれ る 。 兎に角種名が

泱 定せ られぬ故 、 形態的記述 もこ こては しない事に して 、假に 上記の和名を

與 へ て 置 く
。　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　　　　　 X 諏 ‘〃翔 融 η ’∫ lat・Pennds　 BOLii・・tR．ヒ ロ バ 匕 ナ バ ツ タ

　束山
一帶の麓か ら中腹まで に 多い 。 本種は ♂の翅 が廣いばか りで な く、膝

は 非常に黒い か ら、信州で は 是 より下の水準線に棲む ヒ ナ バ ッ タ と區別 され

る ◎

　 上記の點で、歐洲塵 S・〃ど・油 に 似て 居 るが、頭頂の尖る事、横脈は 5・　 pitonb

程張 くない事等で容易 く區別 し得 るで あ らう。

　　　　　　 ※ ・勘 κψ 〜llurus　 alliaCeus 　GERI　IaR．’イ ナ ゴ モ ドキ

　 Pedisma 瀬 と共に柿 へ られ た 。 この種類と しては本邦で最 も晩い II寺期の記

錐で ある 。 是は 青森邊に産す る ものに似て 、東京近傍めものに 比すれ ば非常

に 小形（東京産 ♂30mm ・
・ ♀ 38rnm・； 王 ケ 鼻産 ♂ 22mm ・，牟 32m・内外一翅端

迄）で あつて 、 歐洲産 の本種 と略 々 同長であ る 。 東京附近の ♀は大抵暗褐色

で あるが 、 青森や信州のに は 鮮緑色な もの もある。 私 の外國産標本は Ussuri

の であ るが 、 之 れ に あ つ て は前胸兩側の黒條が略々 ZF行であるのに、本邦

産の もの は 中央 に cenverge する等多少 の地方的變異が認め られる 。 本種は

Amur 迄分 布す る が、樺太 で は 未だ發見せ られ ない 。

　　　　　　 （X 〃 6ro卿 施 ∬ magdster 　REHN ・ツ マ グ ロ イ ナ ゴ）

　本稿に は關tkJbEないが、信州澁温泉に 近い 湯田中温泉の 附近で は ． 水 田（
i

捕 へ られ る事を書き添 へ て 置 く。

　　　　　　　　IIL　PHASGONURIDAE ・キ リ ギ リ ス 科

　　　　　　　　　 Tettigoniinae ・イ プ キ ギ ス 亞牽卜

　　　　　　 ※ 二re　ti亳罫｝’z毎 （〜）丿吻 oπ 3抛 BomVAv ．．イ プ キ ギ ス

　Slaitroderits　 sp と同揚所 に於 て捕昏 られ ko 殆ん ど枯 れた高山の草の 中で

盛に嘶い て居テこ もので ある 。 本種 は松本準野 では捕 へ られな い が 、 島々谷か

ち上高地に か けて 産する a　 ．　　
．
　

”

’
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　　7躍 ゆ ’跏 （＝Decticus）の槲 妓脛節は上面に 4 ！陳あ るを屬的標澂とす るが 、

　本州壷の 本種はすべ て 3 縣を有 し、Type　locaUty で ある北海道の もこの型が

多 く、．則
．鵬 雇 の ♀に左黼 れ カ

’一方が 蝋 （今 こ礁 紺 手許t： な い ）

　の を擁 へ たの みで ある 。 この 事に つ い て 、 事の つ い で に　BDLIV
撃　氏に 問ひ

　合せ t が 、
そ の囘答を未だ得て 居な い6 （動物圖鑑の イ プキ ギ ス は 澱 吻 ‘！爾

　の
一種で 、この種の詭明ではない 樣 であり、翅の 尾端を越 える ものは 此種の

　 Platyctedsの長翅型であ る。）

　　　　　　　　X1 ぞσか’な蠧 bOitneti　BellWAR ，コ バ ネ キ リ ギ リ ス

　　 前種 よ り も低い處に 居る 。

・　　　　　　　　　 Ga〃tP ∫osleis 伽 例 ξ2万 1’1・VLN ．ホ シ キ リ ギ リ ス

　　更 に低 く居る e （東京附近で は前種 と混在 して居 るが。 ）　　　　　　　
’

　　　　　　　　　　　Phasgonurinae ，ヤ プ キ ．V 亜科

　　　　　　　 〉ζ∫翫 ∫30 ノ躍 配 ノψ oπ比β tVlatsu〃 tura （り ヤ プ キ リ

　　罐 に多い ． この種鮃 地で孀 木の＃に 居 るが ・　 Pt・1地で は淋 力
｝ら草原

　 に下 りる。 但 し、幼蝨は 卒原で も草間に居る 。

　　 頭胸は歐洲の P ・圃 瀚 ∫吻 σ をこ似 るが、産卵管は更に長い 。 歐洲の P ・

　1cattda
’
ta とも似て居 るが 、 肢 、翅、産卵管は より短 く、

♂の 尾肢に も同樣な傾

　 向が見られる の で 、容 易 く區別 し得 る。 　　　　　　　　　　　　　
−

　　　　　　　　　　　 Gryllacrinae ．コ ロ ギ ス 亞科

　 　 　 　　 　 　 　 Ereiitf．t∫ testaceus 　 SHIRAKI．ハ ネ ナ シ コ ロ ギ ス

　　　1 頭の幼蟲 を里 山邊村に近い 山麓の溪流の 傍の 草原で 得ナこのみで あるが、

　　一
つ の産地 として 報 じて 置 く。

　　　　　　　　　　　　IV．　 G 耳YLL 工DAE ．コ ホ ロ ギ科

　　　　　　　　　　　 Nemobiinae ．マ ダ ラiz，ズ亜科

　　　　　　　　 ※ ハVemebi・us 　7
“
aLtionicus 　M ＝xTsu ）

・tuRi・L： マ ダ ラ ス ズ

　　　東京附近の もの よ り小形 、 尾肢の短い事 、 後肢辣の短い事等の差がある ，

．

　　オ ホ ヒ シ バ ッ タ と同じ揚所で描へ られる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ¢ Ca11 し1、inae■　カ　ン 　タ　ン 亜lil・

　　　　　　　　　　　
XOeCaittligdS 　longicattdtt｝［AISLMIURA ．カ ： タ ン

　　山麓の灌 木で捕へ られ る 。 本種 は米國の　0．血妙 6 ’‘腐 等 と共に觸角第一

及 第二節に黒斑の ない1洋に属 して 居 る 。

　終 りに ．直翅 目の あ らゆ る材料 ． 報告 を戴 く事が著者の最 も大 な る喜びで

ある事を附記 し、大方讀者諸彦の御後援 をお願 ひする次第である 。 （1929・V・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 R6sum6 ．

　　Little
　h・s　b瞰 kn・wn 　a1・。ut　alpine 　O ・th・pte・

・
ans ・f∫apan 　till　 n 。w ．

My 　paper　deals　witll 　tbe　 ecology 　and 皿 orphoiogy 　Gf 　Orthopteralls

t・1・en 斤。m 　Mt ・69・hana （1998　m ．）・・d ・。m ・ ・thers　 fr。m ・ ・ib・・i。g

moulltains 　 east 　of　Matsumoto ，　 Shinano　Prov．　 The　 followipg　seven

species 　we 【
’
e 　taken　at 　or 　nea 且

・the　summit ．
／一

　　工．．4‘〃幽 耀 〜b7馨 7‘ん ノn 　SHIRAI〈1 （Acridiidae）l　A 　male 　and 　a 　fem．ale

speci 皿 ens 　 were 　captured 　from 　 among 　crumbled 　rocks 　near 　the　top，

　　2・P ・ddS〃na 吻 伽 subsp ・ア3脚 伽
，

・ub ・p・n ・v ．（L6custidae）．　C 。m −

m 。皿 along 　the　s・uthcrn 　 sl・pe．

　　3，Podis〃na フπ潔…ado 　BoL 【vAR （［ocilst正dae）。　Common ，
　asso （：iated　wtih

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
the　above 　species ．　　　　　　　　　　　　　　　　　．　

−

e4 ．　 L∫tattrodeptus　sp ，（LQcustidae），　 ．A 　male 　and 　a　female．’At 　a

g！ance 　it　rese 皿 bres．Stenebotiz”ts 勿をウ，omacitlettes 　of 　Europe，　but　the

structure 　of 　the　o ▽iposi＃or 　readily 　differentiate　them ．　This　ma γ be　a　new

species
，　but　at 　present　I　a 【h　not 　able 　to　determine　the　spec 預c　nalne ．

　　5．ル 名吻跏 棚 5 β 〜Ziaceus　GERMAR （Locustidae）．　Common ，
　associated

with 　the　above 　mentioned 　two 　species 　of　PoddSfノ蹠 The　specimens 　are

intermediate　between　the　European 　 and 　Japanese　fbrms．　　
’

　　6．7レ鞠 ・廊 （P）加 ・nica 　 BOLIVAR （Phasg。nuridae ）．　 C。 mm α 1

along 　the　northern 　slope ∫

　　7，踊 伽 魏 ∫メψ oπ勧 呪MATs 刪 uRA （Gryllldae）・Co命nユon 　in　th巳 mea −

dow 　near 　the　summi し Smaller　tha ［1　those 　taken 　neac 　T6kyδ。．．

・

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Descrlption
 
ofnew

 stibspecies  : thdZsma aipinasubsp.  niprkana  subps.  noV.

  GENERAL AppEARANcE,
 Closely allied  to thd?3sna .aipina subsp.

cede`na  ]3RuNNER ,"  biit this is more  slender  than  sLibsp.  coaina,  altct

the etytrg  at'e  over  abdonien.  More  1iairy.

  
HEAD.

 
Anxcdnna,

 more  slender  than in subsp,  colZir)ta.  The  fivst seg-

ment
 
is
 
longei-

 than the second;  the second  !onger t'han tlie third;
the

 fourth as  long as  the tliircl ; the fifth longer than the fourth J tlie
sixth

 
longer

 
tlian

 
the

 fifth. In sLibsp.  calZlr'na the fifth is as  long as
tht fourth, and  the sixth  is niuch  longcr than  the fifth.

  
.F?tst4g?Vtfn,

 lon.cr 1iexagonal, narrower  between tlie two  cornpound  ,
eyes  than in subsp.  coth'na.  In fernale, tiiis character  is indistinct,
AIong the meclian  line, thei'e is a  consiclerably  deep groove.

  
Ii?Tce,

 uarvozver  than in sribsp.  colZle'na. The carina  under  the  comT  "

pounc! eye
 
is
 wavy,  while  in subsp.  codoea  straiglit.

  
Labi'2tne

 
:
 Jn sLtbsp.  colXina  is a  high distinct transversal'  carinh,  btit

in sL,Ebsp. nipthona  this is indistinct. 
'
 '

  
]?rir?d

 
si7<gi'e

 
E:1,e,

 splierical  and  disttnrt, while  !n srib'p. cotZi'tia

fiat and  indistinct. .

  
0ccipilal

 
sttlnle

 : The  groove running  fi;onto-venti"ally terminates
indistinctly. That of  subgp,  celZisga  is distinctly ended,

  THoRAx, R'onadetsn : Metazoa is longer and  brcad:r. Median  carina

is
 
weaker

 than in sLibsp.  coUina.  Iaterally viewed,  tlie sutures  are

wavy,  while  in subsp.  codeza  straight.  
',

  
bosie77ntfn.

 Male : In botli sT.ib$pecle$  the s'pace  between mespster-
nellae

 
is
 

as
 
broad

 as  a mesosternella.  Female: In subsp.  nipkona  -

this
 
space

 is as  bread as  the  mescspterneila,'.In  sttbsp.  conaza  this                            tti '
is broader than  the  mesosternella.                                              '                               tt t

  
Allftmom

 more  slender  than in..s-bsp. coevleima,. -. ･

  
EZItron.

 Over abdemen,  lon.a elliptica1.  Anal a'ttea is nari:owev  that:
in
 
stibsp,

 
coth'na,

 and  longer. Transversal veins  are  wealcer  than lo4-
gitudlnal veins,  In scibsp,  cat7ina  both veins  are'  the same  in thicl<ness.               '
Netsvorl(

 
of

 
veins

 
is
 coarser  than ie sub3p,  coth`na,  The  ulna  is vei'y'

 
-
 
BRuT"NER:

 
?redr.

 
Eur.

 
OtLh.

 p, 22", nr, ?, }rar. .b, Tf Y. II, Fig, 53, B  (IBS2).
                                                ' '
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slmple  in any  sp:c:'es  of  IledZrma, even  in tlie !ongipteraa forins,

  A]DoMEN.  S!eLider as  irr that of  subsp,  colXiiia.

  Mare: S)tigenital Jt}litte is broader than  in sttbsp,  cedeetx,  witli

blunter tip. The  tLtbercle upon  it is stnalter.

  Female: Ovipesiter is tnore  bullcy.

  CZirctts. In both sexes  lor)ger than  in subsp,  toLliita,  .

  CoLc･RATioN. Davlc green, with  a  pair efblack  stripes  upon  vertex

(posterior to the  eyes)  ancl  prenotutn- (Tliese stripes  are  navrower

tlian those  ofgtibsp,  ceth'}ia.)  T.he two  b[Lsa: blacl< macuiations  ef  Iiind

femur are  {ndistinct, The  red  ctlor  under  hind femur  is scarccly  re-

･cGgnizable. Hind tibia is yellow. Elytron yellowish bcosv[i. Vetns ave

blacl<ish brovvn- 
'

   MEAsuREMENTs.  See Japanese part (p,173) oft[ils  paper!

   DiSTRiBUTioN.  Amur  (?), Saglialien, HQkkaid6,  Nerth Hont6

 (mountaneeus regions),  Kerea. Very  common.

   TypEs. Holotype, male  CNo, 1904, from Saghalien);'altotype, female

 (No. 1905, from  the  same  district), with  paratypes, in my  collection.

   HABiT. This'is one  of  the  best fiyers amen'g  Ridisma. This can

 easily  fiy fi'oni the  tvees  ou  one  sicle of  a  broad mountain  road  to

 those on  the other. This species  feeds on  .Rylasides  lil<e others.  belong-

 ing. to this genus ..  ..  (Ma>r, 1929).

                - Explanation of  Plate, V.

                  2Pbntstiea aipii-a  ijipthena  F"rukawa Csubsp. noy,).

    Fig. 1. :. Lateral view:

 " Fig. ?. S. Dorsal vieyv  of  1iead and  thoTati.

    Fig. 3. e. Meso- and  metastermum.

    Fig, 4. S. Posterior part of  abdomen.

    Flg, 5. 9.. Elytron. ,  '

       A,Anal  veUi;  C. CerFusJ D. Disceidal vein;  H.  Httmeral.(=subeostal) vein;

       L. L. Lower  lamel]a; M.  Mediasternal  vein;  N. Dfedlan vein;  O. Posterlor ul[]2r

       
'(=submedi2n)

 vein;  E  I'edice1; S. Scape; S. L. Supxa-anal ]amina; S.
 
N.

 
Meso-

       sterneUa;  S. S.'MesosLernu'ij T. S. Metnsternttin; U  UInar yeiny  U. L.-
                                               '

    - Upper  lameUa; X. Axillary vein.  
･

-
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